
 

 

 

 

 

 長い梅雨の時期が明け、気温が一気に上昇した感があります。夏休みまであと 10日余りです。お子さ

んの体調管理をよろしくお願いします。（熱中症の原因は寝不足による体調不良が多いです。） 

 さて、歳をとってくると若い保護者から子育ての相談を受けることがよくあります。「過保護（過干渉）

過ぎないか？」とか「放任過ぎないか？」、「言うことを全然聞かないので困っている。」とかです。そん

なときは、「自分の掌の中で自由にさせるのがいいのではないか。」とアドバイスしています。親が大枠を

作って、その範囲の中で子どもたちが自由に選択したり決断したりできることが子育てで大切だと思う

からです。本号では「戦略的ほったらかし：岩田かおり著」から引用して、子育ての基本戦略を述べてみ

たいと思います。子育ての一助としていただければ幸いです。 

 

                       世の中のほとんどの親が求めているのは、「子どもが 

自分の力で幸せに生きていけるようになること」だと

思います。それがいつの間にか子どもへの期待や不安が大きくなり、「早くしなさい」「なんで、何回言っ

ても分からないの」「忘れ物はない？」「宿題しなさい」といった注意が多くなります。ひょっとしたら、

次のタイプに陥っていませんか？ 

 ① 司令官タイプ 

   子どもを監視して、事細かに管理するタイプです。何から何まで指示を出し、 

言ったとおりに子どもが動かないとイライラしてしまいます。 

 ② メイドタイプ 
   献身的に子どものお世話をしすぎるタイプです。子どもの顔色をうかがい、機嫌が悪くなったり 

失敗が生じたりしないように、先回りして何でもやってあげるタイプです。 

 ③ 完全ほったらかしタイプ 

   「子どもの考えを尊重しています」「子どもを自由にさせています」と耳障りが良さそうな言葉で 

すが、放任主義という言葉を武器に、好き勝手に子どもにさせるタイプです。物やお金を子どもに与 

えてしまいますが、子どもが何に使うかは無関心です。 

 ①や②は子どもの自主性や探究心は育たないどころか、自立が大きく遅れてしまいます。③は自分を 

律する（自律）ことが難しくなり、規範意識が身に付きにくくなります。ですから、上記の①②③に当て

はまった場合、親の意識を変えていく必要があると考えます。 

 

                               大人は逆算思考が強いので、「社会 

人なってから困るので、今のうちに

～をしておきなさい。なぜなら～だから。」といった説明をしがちですね。しかし、子どもにとっての最

重要事項は「今が楽しいかどうか」です。また、大人が 100％説明しても、子どもにはイメージできな

いことがたくさんあります。そのため、あえて説明しないことも重要です。説明は４～7 割で大丈夫で

す。残りは説明せずに子ども自身で考えさせる余白にしておきましょう。いつも子どもに 100％説明し

ていると、100％説明を受けないと不安で動けない子になってしまいます。分からないところがあって

もやってみることが大事な事ってありますよね。また、子どもに 100％結果を求めてしまうと、保護者

も子どもも精神的に疲れてしまいます。保護者が思っている 4割～7割が達成できていたらOKと捉え

ましょう。 

子どもにとって親の一言は絶大な影響力があり 

ます。親から必要性の説明をこんこんと聞くより、 

 「うわっ、これ楽しい～。」と言いながら子ども 

 の興味関心を喚起した方が、ずっと子どもの食い 

つきがよくなります。子どもは「しなければなら 

ないもの」として取り組むより、興味関心を持って取り組む方が習得スピードは圧倒的に早いそうです。 
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 学校生活でもそうですが、子どもに「あれをしなさい」「これをしなさい」と毎日指示すると、子ども

は聞いたふりを始めてしまいます。保護者や教師が指示を出しすぎることによって、子どもの自立的に

生きる力を奪っているかもしれません。 

 例えば、保護者の皆さんは毎朝お子さんを起こしていますか？毎朝、「早く起きなさい」と大声を張り

上げるのも大変です。ですから、 

      気に入った目覚まし時計を子どもが選び、自分で起きるようにする。 

      起きられるようになるには、どうしたらいいか子どもと一緒に作戦を立てる。 

などの工夫をして、子どもの自立を促したいですね。当然、多少の寝坊や遅刻はあるかもしれません。保

護者は涼しい顔（内心は心配ですが・・・）で見守る覚悟が必要となります。 

 

 子どもが主体的になっていく 

ためには、主体性を発揮できる 

環境を作っていく必要があります。「自由にしていいよ」「何がいい？」とだけ聞かれると、大人でも迷っ

たり躊躇したりしてしまいます。「赤と青、どっちの服を着る？」「ごはんとパン、どっちにする？」のよ

うに、大人がいくつかの選択肢を用意してあげることから始めましょう。日常生活の中で大人が小さな

選択肢を提示し、それに対して「自分で考え、選び、決定する」機会を積み重ねることが重要です。自分

で決めた結果に責任を持つことで、主体性が大きく育ちます。選んだことが失敗しても、次はどうすれば

よいか学ぶことができます。 

                     

                     「学習＝机に向かって問題を解く」 

                    だけではありません。子どもの生活の中、 

例えば、カードゲームの中で数字に興味を持ったり、壁に貼ってある地図や絵について話したり、夕食中

に学校で習った食材のことを話したりなど、そんな些細なことが子どもの学びに繋がっていきます。そ

の時に、しっかり最後まで子どもの話を聞いてあげましょう。「こういうことでしょ？」「わかった、こう

でしょ？」と途中で話を遮ってしまいたくなる気持ちは分かりますが、我慢して聞くからこそ、子どもは

意欲的に説明しようとします。学校の授業でもお家での生活体験が学びになることがたくさんあります。 

 

最後に、 

 

 

 

 

戦略４ 自立心に委ねよう 

戦略５ 子どもに選ばせよう 

戦略６ 生活から学ぼう 

 子どもがボーっとしている時間は大切です。一見何もしてないように見えますが、実

は頭の中で多様な想像を膨らませていることが多いです。（子どもの貴重な時間） 

学校は、子どもにとって気を張っている社会です。大人における職場と同じです。お

家でのんびりできないと疲れてしまいます。外の社会から戻ってきて、ホッとできる家

庭が何より大切です。 


